
れることから，企業の省エネ検討のほとんどが，これらのアプローチでおこなわれている。

1．動力回収蒸気ラジルタービンの国内リードメーカとして培ってきた技術がらべて最高効率比で 15％以

上効率が低い。しかし，省エネ効果は劣るが汎用品であ

ることから，価格は非常に安く，ラジアルタービンを同

一市場で競合させるためには，徹底したコス♪ ̝

わ 嵐 し づ 合

ンランナの基本形状はランナ入口面積，出口面積，およ

び入口と出口をつなぐ通路形状（ランナ形状）とからな

り，それらの各形状を与えられた蒸気条件（入口および

出口条件）に合わせて効率が最大となるように決めるこ

とができる。さらに減速機∵

ず踦るェとかりé減速機の測ご を傾飴ぱ 乣でお。

ずるおよひ 群ィ﨑ひぎ

田 枛 '90

àはる胃にю蹏効率をえるェとができる。
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